
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 穏やかな日差しに誘われて家の近くをの

んびり散歩していると、路地裏の白梅から

優しい梅の香りが届けられ、春が身体中に

染み渡っていきます。つつじが丘小学校の

初年度、桜の春から梅の春へ。もうすぐ一

年が終わります。 

 

 ２月３日４日に行われたアートフェステ

ィバルでは、多くの方々にご参観いただき

ありがとうございました。また、１００人

を超える保護者、ご来賓の皆様にご感想を

いただき、大変嬉しく思いました。 

・子供たちがみんな笑顔で、自分たちで創

ったんだという満足感が伝わりました。 

・入っただけでわくわく感がいっぱいで、

自分の子供のときにこんな行事があったら

なと、羨ましく思いました。 

・子供たち一人一人が、つつじが丘小の一

員であると、胸張って表現できる場がある

ことを嬉しく思います。 

 従来通りの展覧会にはない、もっと子供

たちが主体的に取り組む行事にするための

チャレンジが、このアートフェスティバル

でしたから、観に来られた方々が皆さん、

子供たちの生き生きとした姿に、創り上げ

た作品に感動したと思われたことに、この

チャレンジの成功を感じ、ほっとしました。 

 私たちにとっても、このチャレンジは大

きな学びがありました。先生たちは、口を

出したいのをぐっとこらえて、子供たちの

議論を見守り、自分たちからアイデアが出

てくるのをじっと待ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決められた時間内にアイデアは出るのか、

本当に完成までたどり着けるのか…様々な

不安がよぎります。当日の午前中では、ハ

プニングで頭を抱えるクラスもありました。

どうすればいい…みんなで考え、工夫を凝

らし、ピンチを乗り越えていきます。協力

しない子は一人もいません。いつもはおと

なしい子も、積極的に活動します。 

「信じて待つ」これが、私たちが子供た

ちから教えてもらったことです。もちろん

教育活動の全てにできることではありませ

ん。でも、信じて待たずに、指示ばかりし

て十分に考えさせる時間を与えていないの

ではないかと、自問自答することが増えま

した。ご家庭でもそうではないでしょうか。 

「信じて待つ」ことの大切さの中に、新学

習指導要領の「主体的・対話的深い学び」

のヒントがあるように思います。 

  

 つつじが丘小学校の初年度は、残すとこ

ろ１７日となりました。３月３日には「６

年生を送る会」が開かれ、学校は一気に卒

業・進学モードに入ります。６年生との会

食会で、「友だちがいっぱいできて、嬉しか

ったです。」「最初の卒業生で誇りに思いま

す。」と話してくれる子供たちに、込みあが

る喜びと感謝の気持ちが溢れます。 

 ３月２４日金曜日、つつじが丘小学校の

希望の扉を力強く開け、素晴らしいリーダ

ーシップを発揮し、全校の子供たちの憧れ

となった６年生が、第１回卒業生として本

校を旅立ちます。 
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